
－87－

1 ．はじめに

　近年、経済状況および産業構造の変化や雇
用の多様化・流動化、様々な分野での国際競
争の激化、少子高齢化の進行など、社会全体
が大きく変化するなか、大学生の就職を巡る
環境が一層厳しいものとなっている。
　厚生労働省（2012）の「大学等卒業予定者
就職内定状況等調査」1 ）によると、2012年
3 月卒業の大学生の就職率は93.6%となって
おり、前年に比べ 2 %ほど上昇しているが、

昨今の経済不況の影響を受け依然として低い
割合となっている。また、大学を卒業してか
ら 3 年以内の離職率が28.8%となっており2）、
大学生の就業および定着への支援は喫緊の課
題となっている。
　このような状況の中、2011年度から大学お
よび短期大学での教育課程に職業指導（キャ
リアガイダンス）を盛り込むことが義務化さ
れ、各大学ではカリキュラムや就職活動支援
体制等の見直しが行われている。文部科学省
は、これらのキャリア教育について、「望ま
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しい職業観・勤労観及び職業に関する知識や
技能を身につけさせるとともに、自己の個性
を理解し、主体的に進路を選択する能力・態
度を育てるキャリア教育を実施する必要があ
る」3 ）と述べており、単なる就職支援では
なく、大学生の自己覚知の必要性や主体性の
形成についても言及している。
　以上のように、大学におけるキャリア教
育の取り組みは緒についたばかりであるが、
キャリア教育の評価や大学生のキャリア意識
の検討が行われ始めている4 ） 5 ） 6 ） 7 ）。
　森山（2007）4 ）が行ったキャリア教育の
受講学生（ 1 年生～ 3 年生）を対象とした調
査によると、職業に対する関心性（どのよう
な職業が存在するのか、その職業に就くため
の方法の理解、就職に関する情報収集等）、
自立性（仕事に積極的に取り組みたい、責任
のある仕事をしたい等）については性別・学
年を問わず高い得点が出ているが、計画性（ど
のような職業につきたいのか、希望職種に就
くための準備等）については、最も低い得点
となっており、関心の喚起や職業意識の高ま
りをいかにして具体的な就職活動や準備につ
なげていくのかかが課題であると指摘してい
る。また、 1 年生の各項目の得点の伸び率が
全般的に上級生よりも高く、初年次のキャリ
ア教育の有効性についても言及している。
　そこで本研究は、上述の先行研究を参照し、
福祉系大学におけるキャリア教育の取り組み
を概説するとともに、キャリア意識に関する
調査結果の報告を行うものとする。

2 ．研究方法

2 - 1 ．調査概要
　K 大学社会福祉学部の 1 年次必修授業であ
る、「キャリア演習Ⅰ・Ⅱ」を履修している
全学生（80名）を対象にキャリア意識に関す

る質問紙調査を実施した。なお、2012年前期
に開講した「キャリア演習Ⅰ」については下
記の目標が設定されている。
　①�自分自身への理解を深めるために、客観

的に自己分析をする。
　②�他者と円滑にコミュニケーションを図る

ことができる。
　③自己 PR ができるようにする。
　上記のように、キャリア教育やキャリア形
成の基盤となる自己認識や他者とのコミュニ
ケーション能力の向上を念頭に置き、学科ご
とにさまざまな取り組みが行われている。以
下にプログラムの一部を抜粋する。
　・�自己紹介、他己紹介（自己を客観的に把

握する、他者への共感等）
　・ 1 週間の生活の振り返り（自己の内省）
　・�心理テストを用いた自己分析（自己認識、

特性の把握等）
　・�レクリエーションやゲームをツールとし

たグループワーク（リーダーシップ、協
調性）

2 - 2 ．調査対象・方法
　2012年前期に開講した「キャリア演習Ⅰ」
の初回授業時に、 4 クラス（80名）を対象に
質問紙調査を実施した。
　質問項目については森山（2007）4 ）が用
いた、「職業キャリアレディネス尺度（CRS）」
を参考に、簡易版のキャリアレディネス尺度

（ 9 項目）を作成し、キャリアに対しての関
心性、自立（自律）性、計画性に関する意識
調査を行うと同時に、新聞、テレビ、インター
ネット等、日常的にどのようなメディアで情
報を得ているのかについても調査を実施した

（詳細は文末資料を参照）。なお、本研究にお
いては、前述のキャリア意識に関する結果に
ついて考察を行う。
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3 ．結果および考察

3 - 1 . 回答者属性
　「キャリア演習Ⅰ」を履修する全 1 年生（80
名）を対象に質問紙調査を実施し、76名（回
収率：95%）から回答を得た。性別の回答者
数をみると、男子46名（60.5%）、女子27名（35.5 
%）、不明 3 名（3.9%）となっており、男子
学生の割合が高くなっている。また学科別に
みると、生活医療福祉学科介護コース（以下、
福祉学科介護コース）が22名、生活医療福祉
学科生活医療福祉・保育コース（以下、福祉
学科生活・保育コース）が11名、臨床福祉心
理学科（以下、心理学科）が16名、健康スポー
ツコミュニケーション学科（以下、スポーツ
学科）が27名となっている（表 1 ）。

3 - 2 . キャリア意識について
　回答結果は表 2 のとおりである。設問ごと
に、非常に当てはまる（ 5 点）、どちらかと
いえば当てはまる（ 4 点）、どちらともいえ
ない（ 3 点）、あまり当てはまらない（ 2 点）、
まったく当てはまらない（ 1 点）の回答を得
点化し、設問ごとの平均値および学科別の平
均値を算出した（表 2 ）。なお、項目別得点
の男女差については統計的な有意差が見られ
ず、学科別の統計的な比較については、学科
ごとの学生数が少人数であると同時にばらつ
きがあるため行わないこととした。
　全体的な傾向をみると、自立性に関する得
点が最も高く、計画性に関する得点が最も低
い値となっている。自立性に関する項目で
は、「これからの人生は、自分で責任を持っ
て生きていきたい。」という責任性が最も高
い得点となっており（4.17）、学科別では福
祉学科介護コース（4.41）と心理学科（4.44）
が高得点となっている。続いて関心性に関
する項目では、「今後の人生設計のための参
考となる話は耳を傾けるようにしている。」

表 2 　回答結果

関
　
心
　
性

（ 1 ）人生設計や生き方について、とても関心がある。 3.59
福祉（介護）：3.45　福祉（生活・保育）：3.18　心理：4.13　スポーツ：3.55

（ 2 ）今後の人生設計のための参考となる話は耳を傾けるようにしている 3.93
福祉（介護）：4.18　福祉（生活・保育）：4.00　心理：4.06　スポーツ：3.65

（ 3 ）自分は何のために生きていくのか真剣に考えている。 3.41
福祉（介護）：3.67　福祉（生活・保育）：2.91　心理：3.88　スポーツ：3.29

自
　
立
　
性

（ 4 ）自分の人生は、自分で切り開いていきたい 4.04
福祉（介護）：4.27　福祉（生活・保育）：4.18　心理：4.19　スポーツ：3.74

（ 5 ）これからの人生は、自分で責任を持って生きていきたい。 4.17
福祉（介護）：4.41　福祉（生活・保育）：3.73　心理：4.44　スポーツ：4.03

（ 6 ）人生を充実させるためには、何事にも積極的にチャレンジしていきたい。 3.87
福祉（介護）：4.05　福祉（生活・保育）：3.82　心理：4.13　スポーツ：3.77

計
　
画
　
性

（ 7 ）自分は将来どう生きていくのか具体的に計画を立てている。 3.30
福祉（介護）：3.29　福祉（生活・保育）：3.36　心理：3.62　スポーツ：3.23

（ 8 ）どう生きていくか明確な目標を持っている。 3.39
福祉（介護）：3.45　福祉（生活・保育）：3.55　心理：3.63　スポーツ：3.16

（ 9 ）目標を達成するために、すでに取り組んでいることがある。 3.21
福祉（介護）：3.45　福祉（生活・保育）：3.27　心理：3.31　スポーツ：2.97

表 1 　性別・学科別回答者数
男子 女子 不明 学科合計

介護 12 9 1 22

生活・保育 6 5 0 11

心理 8 8 0 16

スポーツ 20 5 2 27

総計 46 27 3 76
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という探索性が最も高い得点となっており
（3.93）、学科別ではスポーツ学科の得点が若
干低くなっているが、他コース・学科はほぼ
同様の数値となっている。また、計画性に関
する項目では、全体的に低い得点となってお
り、学科別では 3 項目ともスポーツ学科の得
点が最も低くなっている。
　全体の得点順位が自立性、関心性、計画性
の順となっているのは、森山（2007,2008）4 ）5 ）

の調査結果と合致するものである。計画性の
得点が低い値となっているのは、就職に向け
ての準備や計画策定といった具体的な将来設
計に関する質問項目となっているため、 1 年
生にとっては現実性を伴うものではなく、低
い得点となったものと考えられる。また、関
心性の「自分は何のために生きていくのか真
剣に考えている。」という設問に関しても、
一部計画性を含むものであり、同様の理由で
低い得点になっているものと考えられる。
　以上の調査結果を総合すると、今後のキャ
リア形成に関して、主体的に責任をもって取
り組んでいきたいという意向をもっていると
同時に、自分自身の人生設計に関して意識を
しているが、将来に向けての具体的な取り組
みや目標達成への準備はこれからであるとい
うことが示唆された。

4 ．おわりに

　本研究は、福祉系大学におけるキャリア教
育の取り組みを概説するとともに、キャリア
意識に関する調査結果の報告を行ったが、現
段階では新入生のみの一事例となっており、
統計的な分析を十分に行うことができず、全
体的な傾向の指摘のみに留まってしまったこ
とは検討課題の一つである。
　今後は同様の調査を他学年に対しても実施
することで、年次的なキャリア意識の変遷に

ついても検討していきたいと考えている。ま
た、本調査を、2012年後期に実施されている

「キャリア演習Ⅱ」の終了時にも実施する予
定となっており、授業受講前後の結果を比較
することで、キャリア教育の実施効果と今後
のプログラム展開の参考資料として活用して
いきたいと考えている。
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